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　　　　　　　　緒　　　　　言

　林木の生長量測定お去び予測は困難な課題であるが，

森沐経営計画上重要な意義を有している．これらに関し

ては種々な角度から研究されつつあるが，なお追究され

るべき多くの問題点がある（3）（4）：5）（8）（9）．

　林木生長の予測方法としては，直接法と問接法に大別

することができる．この両者の方法に関連をもつものと

して，材積生長曲線をもととした予測法が考えられる．

　具体的方法としては，材積生長率線を利用して予測す

る方法である．これはよく注意して使えば生長量予測の

一助ともなる．

　林木の材積生長率に関して調査研究された成果は多い

が，これが年令との関係について追究したものは少な

い．ここでは材積生長率と年令との関係に焦点をしぽり

とりまとめたものである．

　材積生長率は年令初期の頃においては，材積そのもの

の値が小さいため，わずかな連年生長量に対しても生長

率は大きくなる傾向がある．

　年令が大きくなるにつれて連年生長量そのものは増加

するが，当初の大きさに相当するものも増加しているの

で相対的には材積生長率は小さくなる傾向がみられる．

　これらの傾向について，いかなる関係式が成り立つか

を追究してみた．

　ここではわが国の重要樹種である，スギ，ヒノキ，ア

カマツの材積生長率と年令に関して研究したものであ

る．この研究に当り，計算などに尽力された元専攻学生

川上明君に対し謝意を表する．

　　　　　　　　実験資料と方法

実験資料は単木としては島根県美濃郡匹見町赤谷のス

ギ，ヒノキ．島根県松江市乃木大角山のアカマツ．林分

本報告の要旨は昭和42年10月，日本林学会関西支部第17回大会にお

いて発表

※　森林計画学研究室

収穫表としてはスギ林分として北関東，阿武隈地方，熊

本地方，禄島地方．ヒノキ林分として四国内海地方，静

岡県天城地方，土佐地方．アカマツ林分として福島県地

方，鳥取県大山地方，広島県申南地方の各地のものを用

いた（1）．

　供試木について樹幹析解を行ない，材積生長率は

PRESSLER式によって求めた（6）（7）．なお両対数座標，片

対数座標に対する各回帰直線の適合度は

・（塑黒算値）2の数値計算よ1判定した．

　林分収穫表から求めた材積生長率については，地位，

樹種との関係についても比較検討した．

　　　　　　　　実験結果と考察

　スギ，ヒノキ，アカマツの樹幹析解木について，その

材積生長率（片】）と年令（τ）を両対数座標上に落点す

ると，ほぼ直線関係が認められ，　般式としてはPω：

KZ一犯となり，また片対数座標上に落点すると，ほぼ直

Tab1e1．　Congruous　degree　of　stralght
　　1ine．

Species 1ogar1thm sem1－109ar1thlm

1 0．3089 O．0833

Sugi

2 O．2007 O．0928

1 O．1998 0．0741

Hinoki

2 0．2458 0．0545

1 0．1532 O．1734

2 O．1121 O．0337

3 ‘O；3064 0．2021

Akamatsu 4 0．1103 O．0152

5 O．2747 O．2222

6 0．1648 0．0296

7 O．1233 0．0395
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線関係が認められ，　般式はP。＝Kθ一刎となる．

　スギ，ヒノキ，アカマツ供試木の一部についてとりま

とめると第1図に示した通りである．

　単木において両対数座標上に落点するとある程度のち

らばりがみられる．回帰直線への適合度の計算による

と，スギ，ヒノキ，アカマツともに片対数座標に落点し

た方が両対数座標に落点したものよりアカマツの一例を

除いて適合度がよかった．この関係を示すと第1表の通

りである．

　この現象は40年頃までの供試木の材積生長率に関して

いえることである．

　全国各地のスギ，ヒノキ，アカマツの各林分を対象と

して，収穫表をもととしたものについて，材積生長率

（Pτ）と年令（Z）の関係を両対数座標上で示すと第2

図の通りである．

　林分の場合は各地のものとも片対数座標上に落点する

と40年頃を凹点とした双曲線型をとることが明らかにな

った．この関係は第3図および第4図に示す通りであ
る．

　これは林分の場合には40年以降の生長率の減少割合が

少なくなるためである．これは52年の単木の場合にもみ

られる現象である（2）．これらのことから40年以上の長期

にわたる場合は，片対数座標上では直線性を認めること

ができない．このような場合には両対数座標上で直線関

係が認められる．

　単木の場合は回帰直線に対する点のちらばりがある程

度みられるが，これが林分となると点のちらばりが小さ

くなる．

　各種林分におけるPFKガ肌の関係式において，係

数，Kと〃の関係を図示すると第5図の通りである．
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Tab1e3．　Ca1cu1at1on　of　coeff1c1ents

　　　　　　　　　　　　　　（片＝KZ一肌）

Site 
I
 

Ill 

Species 

Districts K n K n 

Kitakant5 1802 l . 63 2215 l . 66 

Sugi Kumamoto 751 1 . 38 1250 1 . 46 

Fukushima 3983 1 . 93 8008 2.11 

Shikoku 5516 1 . 96 4337 1 . 87 

Hinoki Shizuoka 39 1 1 1 . 77 2266 1 . 62 

Tosa 7561 2 . 02 5221 1 . 90 

Fukushima 9490 2 . 15 8017 2 . 08 

Akamatsu Totsutori 2247 1 . 79 2415 1 .82 

Hiroshima 2450 1 . 71 3006 l . 73 

として，Pり＝K玄・肌，または片＝K。一刎なる関係が

認められるが，40年生までの供試木ではPび＝K一一刎の

方が適合度がややよいということが認められた．

　林分（80年）の材積生長率についてみると，片対数座

標上に落点した場合40年過ぎ頃を凹点とした双曲線型を

示すので，直線性は認められない．これは40年以後の生

長の減少度がにぶるためである．両対数座標上では直線

性が認められるので鳥＝K之一肌の関係式が有効であ

る．

　全国各地の林分収穫表をもととした場合，片＝Kげ

の関係式が成り立つが，係数Kと〃との関係は曲線型

をとることが認められた．林分収穫表から求めた材積生

長率と，地位または樹種との間には，特定の関係を認め

ることはできなかった．
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　S皿mmary

　The　accuracy　of　growth　percentage　m　vo1un1e1s　an1mportant　prob1em　m　forest

management　p1an，and　so　we　must1nvest1gate　the　property　of　growth　percentage1n

yo1uIne．

　Th1s　report　d．ea1s　w1th　the　re1at1on　between　the　growth　percentage　m　yo1ume　and．age

　The　mvest1gat1on　was　mad－e　by　use　of　three　con1fers，Sug1（Crツμo刎刎α／砂oηκα

D　D0N），Hmok1（C肋刎αθcツμ閉o肋〃5αENDL），and．Akamatsu（P吻鮒ゐ舳！1orαSIEB

4ZUcc、）．

　The　resu1ts　of　the　exper1ments　are　summar1zed．m　Tab1es1～3，and　111ustrated．1n

Fig．1～5．

　On　the　re1at1on　between　the　growth　percentage1n　vo1ume　and　age，the　p1otted－pomts

are　descr1bed．stra1ght11nes　on1ogar1thm1c　cross＿sect1on　graph　or　sem1＿1ogar1thm1c　one

　Th1s　stra1ght1me1s　expressed．by　the　fo11owmg　formu1as

　　　　　　　P〃＝K’ゲ械（Tree　at40years　of　age）

　　　　　　　P〃：K玄一〃　（Stand－at80years　of　age）

　The　methoユof　growth　percentage1n　vo1ume　has　often　been　used　t01坦d1cate　the　past

growth　of　a　stand，a1so　th1s　method－w111be　used－to　pred．1ct　future　growth　of　a　stand．

　On　the　re1at1on　among　the　s1te　qua11ty，tree　spec1es　and－growth　percentage　1n

∀o1u1皿e，a　d．efm1te　tendency　was　hard1y　recogn1zed。


